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1　は　じ　め　に

近年．養垂振興の一環として1－4齢人工飼料育・5齢

彙彙青の，いわゆる1週間養蚕による超多回育飼育技術の

実証等が各地で検討されている。この中で大きな課題は4

齢人工飼料青をいかに進めるかということである。1－3

齢人工飼料青は共同飼育としても，4齢人工飼料膏につい

ては場所的な制約や配垂等の問題から，農家自身の4齢人

工飼料青も必要とされることが予想される。よって，経費

を極力削減した農家自身による4齢人工飼料膏のための飼

育技術の早期確立が必要とされている。

そこで，農家における4齢人工飼料膏を想定し，一般的

な木造モルタル構造の普通蚕室で人工飼料青を行うための，

飼料乾燥防止について検討を行った。

また，本県において，多回膏を進めていった場合，5月

中旬～10月中旬（年9回）の飼育期間が考えられるが，5

月下旬までや9月中旬以降は外気温が低くなり，暖房費の

増大が問題となる。そこで暖房費の節減を図るため，披覆

資材を利用した簡易な部分暖房についても合わせて検討を

行った。

2　試　験　方　法

（1）被覆資材を用いた4齢飼育試験

1994年の晩秋蚕期に，被覆資材の有鰍こよる飼育結果の

違いについて，飼育試験を行った。姦品種は「はばたき」

を用い．4齢起姦時に1区5000頑を供試し，壮重用飼育姦

座（スーパー飼育台）の上に防乾紙を敷いて飼育した。被

覆賢材は防乾紙及び農業用不織布（A社製AO5050）を用

い，無被覆の対照区と比較した。なお，人工飼料はN社製

の湯練り飼料を用い，棒状による齢中2回給餌とした。5

齢以降はそのまま桑青に移行し，慣行による飼育を行った。

なお，試験は所内の木造モルタル構造の蚕室で行い－　暖

房は，全室暖房とした。

（2）被覆資材を用いた部分暖房試験

試験は飼育室全体を適温（26℃）に保つ区（全室暖房区）

と垂座付近のみの暖房を行う区（部分暖房区）の2区を設

け，試験期間中の燃料消費量について比較，検討を行った。

暖房はいずれも温風暖房機を用いた。部分暖房区につい

ては高山らが開発した飼育装置2）を参考に，杜重用飼育姦

座（スーパー飼育台）に，防乾紙を敷き，農業用ビニール

で覆って，温風暖房機から直接ビニールダクトを姦座下部

に設置して部分暖房を行った（図1）。

なお，この試験は低温条件が得られる晩秋蚕期後11月上

旬から行った。

図1　部分暖房の概要

蓑1被覆資材の違いと飼育成績
（1994年晩秋蚕期）

4齢4眠姦　5齢期壷の揃い　化嫡目顔重鎮層
経過体重期査眠姦　夫就眠　歩合　　　歩合
（日・時）（g／1唖（％）（％）（％）（％）（g）（％）

無被覆　5．02104．460．4　39．6　0，0　94．5　2．14　23．1
別絹布　5．02104．680．0　20．0　0．0　93．0　2．12　23．3
防乾紙　5．02115．698．9　1．10．0　96．0　2．19　23．1
注．飼育場所1～3齢：空調査室，4齢：普通垂室
供試蚕品種　はばたき
給餌方法　齢中2回棒状給餌
供試人工飼料（4齢）：N社製場練り飼料

3　試験結果及び考察

（1）被覆資材を用いた4齢飼育試験

飼育結果を表1に示した。その結果，防乾紙被覆区が，

農業用不織布被覆区，無被覆の対照区に比べ，5齢起蚕の

揃いが点も斉→で，また，4眠蚕体重も重かった。これは，

図2にも示したとおり，飼料の乾燥は，防乾紙被覆区＜農

業用不織布被覆区＜無被覆の順であり，特に無被覆では．

飼料の乾燥が早いため∴蚕児の飼料に対する摂食量が不足

したものと思われた。農業用不織布による被覆は防乾紙に

よる被覆に比べ，飼料の乾燥防止効果がやや小さく，被覆

資材除去時には，垂児が不織布からはがれにくい等の問題

もあった。このことから．飼料の乾燥は蚕座の上部を防乾

紙で被覆することで，より優れた乾燥防止が図られること

が確認され，取扱上も問題はないため，普通蚕室での4齢
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人工飼料膏の被覆資材には，防乾紙が適当であると思われ

た。

4時間後　8時間後　24時間後　亜時間後

図2　被覆資材別の飼料乾燥状況（指数）

（2）被覆資材を用いた部分暖房試験

試験期間中の温度の推移を図3に示した。外気温の変動

にもかかわらず，全室暖房区，部分暖房区共に，概ね目的

の26℃が得られた。このことから温風暖房機利用による部

分暖房で，普通蚕室内では保温が可能であると思われた。

次に通常の全室暖房と部分暖房を行った場合の燃料消費

量の違いについて表2に示した。その結果，試験期間中の

燃料（灯油）消費量は全室暖房区を100とした場合，部分

表2　試験中の燃料（灯油）消費量（11／7～11／11）

全室暖房区　　　　　　　　　123．58g（29．7g）
部分暖房区　　　　　　　　　　61．04　（14．6）
（農業用ビニール被覆）　　　　　　　（1日当たり）

注．蚕室面積：24nf
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図3　試験期間中の姦室内温度と外気温

暖房区では49．4％と約半分に抑えられ，燃料費の節約が図

られた。これは，五十嵐らの桑薫育での査座面被覆保温

法1）では約90％の燃料削減になった成績に比べて劣るもの

の，人工飼料膏では設定温度が高く，また，五十嵐らはア

ルミハウスで飼育したことから，全室暖房の燃料消費が大

きかったためと思われる。人工飼料膏では，本試験で示し

たように，本法により飼育経費の低コスト化が図られたと

思われる。

また，今回行った部分暖房は農家の手持ち資材を利用す

ることで簡単に行うことができる手軽な低コスト暖房法で

あるが，温風による飼料の乾燥が激しいため，被覆資材の

試験結果と合わせ，飼料乾燥防止のための被覆と，保温の

ための被覆を合わせた被覆の二重構造とすることより，低

コストの4齢人工飼料膏が可能と思われる。

これらの結果から，普通蚕室における4齢人工飼料青は

被覆資材を用いることにより可能と思われるが，農家での

飼育については防疫管理や給餌方法などの点で更に検討を

要する。

4　ま　と　め

普通蚕室での4齢人工飼料育時に，被覆資材を用いるこ

とで飼育環境の改善を図り．以下の結果を得た。

（1）普通蚕室の4齢人工飼料膏は防乾紙の被覆により飼

料の乾燥が抑えられ，眠蚕体重や起蚕の揃いが向上した。

（2）飼育壷座の困りを農業用ビニールで披覆した部分暖

房は温風暖房機を用いることで目的の26℃で得られ，全室

暖房と比べ燃料の消費量が約半分に抑えられた。
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